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以前（その13・2008年12月11日号）にこちらのコーナー
で紹介した「タイプ分け」ですが、みなさまその後Webサ
イト「Test.jp」をやってみましたか？あなたはどのタイ
プの傾向がありますか？（※参考：タイプ分けとは、コ
ミュニケーションの行動特性や思考特性がどんな価値に基
づいてのものなのか、それを代表的な４つのパターンに分
けたものです。）

・コントローラータイプ…人や物事を支配していく
（自分が判断することが大事）
・プロモータータイプ…人や物事を促進していく（周
囲や相手に影響を与えることが大事）
・サポータータイプ…全体を支持していく（周囲や相
手と同意をとっていることが大事）
・アナライザータイプ…・分析や戦略を立てていく
（何よりも正確であることが大事）

これら４つのタイプに優劣はありませんが、どの組み合
わせでも上手くいく場面もあれば上手くいかない場面もあ
ります。これから苦手なタイプとの反応に振り回されず、
自分で手綱をとっていく方法を２回にわけてお伝えいたし
ます。
かくいう私は｢プロモーター」同様に「コントローラー」
がかなり高いです。その特徴は、「支配的、威圧的／自分
の思い通りに物事をすることを好む／人間関係より仕事優
先／行動的、野心的、エネルギッシュ／人の話を聞かず結
論を急ぐ／正直であけっぴろげ／やさしい感情を表すこと
は苦手で他者から怖がられる」etc.。あなたの近くにもこ
ういう人はいませんか？きっと苦手意識をもっていらっ
しゃることでしょうね。
実は、私は物事を決めて推進していく場面になると、プ
ロモータータイプが大の苦手です。というのは、おおよそ
プロモータータイプは、物事の表現があまり具体的でな
く、捉え方が大まかになりがちなので、話しの内容が「見
えない」「わからない」ことが多いからです。会話にして
みると次のようになります。

私「Ａさん、Ｂ社の研修担当者に会ってきてどうだっ
た？」
プロモーターＡさん「会ってきましたよ～（と、なんとも
嬉しそうに弾んだ声のトーン）」
私「Ｂ社がコーチング研修を導入したいというのは、どう
いう背景があってのことなの？」
Ａさん「会社の雰囲気をもっと明るくしたいそうです」

私「（？）明るいっていうのは何がどうなっている状態？」
Ａさん｢社員のモチベーションをあげたいそうです」
私「（？）例えばＢ社では、どんな場面でどんな層の人た
ちのモチベーションをあげたいの？」
Ａさん「あっ、それは…。現場の人たちでしょうか…？」
私「（「でしょうか…？」ここは推測だな。）なるほど…。
そこはもう少し確認する必要があるね。ところでＡ社は社
内でどんなコミュニケーションの問題が起きているの？」
Ａさん「会議が問題だそうです。社長がほとんどしゃべっ
ていて社員から意見がでないそうです」
私「（？さっきのモチベーションの話題とはちょっとそれ
たな。）それはいつもそうなの？それをどのように変えた
いの？モチベーションをあげたいこととどんなふうに関係
してくるの？場合によっては、コミュニケーション研修で
はなく、ミーティングマネジメントの研修企画のほうがい
いレベルなの？」
Ａさん「えっ、あっ、その…」

つとめて穏やかにと心がけますが、だんだん「いらい
ら」としてきます。次第に「質問」は事実を明確にしたい
がための「詰問」に声のトーンも様変わり。なんでＡさん
は、こうも「ざっくりした」表現をするんだろう？
このようなやりとりが毎回続くたびに、私は少しずつＡ
さんを「ほんとに読みが甘い！まったくプロモーター
はっ！」と決めつけていました。今思えば、こうして｢決
めつける」ことによって、その場から逃げていたのかもし
れません。Ａさんの強みももちろんたくさんあります。そ
れもわかってはいるのですが、いらいらはなかなか抑えら
れない。こういう状態では、せっかく上手くいっているＡ
さんとの関係は悪くなる一方。そもそも何故私は「いらい
ら」するのだろうか？

一体、私の中の「コントローラー」のどの部分がＡさん
の振る舞いに対して｢反応」を起こしてしまっているのだ
ろうか？

考えました。そしてある答えを見出しました。次回は、
私がどのような答えを見出したのか、そしてＡさんとの会
話をどのように変えていったのか、変えた結果、Ａさんに
どんな変化がもたらされたのか、それをお伝えしていきま
す。相手と自分との違いに反応を起こして振り回されてい
る状況から一歩抜け出る、その「違い」を活かすヒントが
「タイプ分け」には満載です。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その19　自分も相手も大切に
　　　　　　コミュニケーションの成果をあげよう(上)
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